	大阪府地域メッシュ統計
平成22年国勢調査に関する地域メッシュ統計（世界測地系）報告書

　～　平成17年から５年間の変化　～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府総務部統計課 情報・分析グループ

《 詳細は「地図で見る大阪府地域メッシュ統計」のページに掲載しています。http://www.pref.osaka.lg.jp/toukei/map/ 》
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　大阪府では、国勢調査や商業統計等の大きな統計調査が実施される際に、その統計データを利用して地域メッシュ統計を作成しています。このたび、平成22年国勢調査の調査結果から大阪府の人口について地域メッシュ統計を作成しましたので、その概要を紹介します。
１．地域メッシュ統計について
　
地域メッシュ統計は、緯度・経度に基づき地域をすき間なく網の目（メッシュ）の区域に分けて、それぞれの区域ごとに統計データを編成したものです。

大阪府では、１辺の長さが約500ｍ四方の「２分の１地域メッシュ」（以下「メッシュ」という）を基本に作成しており、大阪府の区域内にあるメッシュ数は7754、そのうち平成22年に府民が１人以上住んでいるメッシュ数は5110となっています。
２．大阪府の人口分布について
　大阪市域に人口密度の高いメッシュが集中　
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大阪府の人口分布は、「濃い赤色」のメッシュの大半が大阪市地域に集中するとともに、大阪市に隣接する豊中市、吹田市、東大阪市及び堺市など周辺地域にも分布していることが分かります。
また、大阪市北部に斜めにかかる薄い赤色の帯は淀川で、その南側には大阪市内にもかかわらず色が薄くなっているところが二ヶ所見られます。中央の縦に細長い部分は御堂筋沿いのオフィス街で、その右側（東）にある四角い部分は大阪城公園で、地形や土地の利用状況などが俯瞰的に分かります。
　「人口の増減（H17→H22）」は、大阪市の中心部に濃い赤色が集中しています。一方、大阪市内でも南部では人口の減少している青色メッシュが目立ちます。
　府域の約４分の１の面積に府民の約４分の３が集中　
　大阪府域の約４分の１にあたるメッシュに、大阪府総人口の約４分の３が集中しています。
（2000人以上の府民が住んでいるメッシュ数：1971・25.4％、左記メッシュに住んでいる人口：680万1595人・76.7％）
　なお、居住地域１メッシュあたり平均すると約1735人の府民が住んでいます。一方、人口階級区分別では2000人以上3000人未満の区分に215万3283人と最も多くの府民が住み、その割合は大阪府総人口の約24.3％を占めます。
人口総数階級区分別　大阪府全域のメッシュ数及び人口総数の構成
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人口総数階級区分別　大阪府全域のメッシュ数及び人口総数
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３．大阪府の人口重心移動
平成22年の大阪府の人口重心は、大阪市生野区にあり、鶴橋駅の南側、生野聴覚支援学校の附近です。平成17年と比較すると、重心は北北西に約91ｍ移動しています。
　大阪府の人口重心の推移は、下の図のようになります。

　平成22年の大阪府の人口重心は鶴橋駅南側　
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■注記■　この地図は、国土地理院の「電子国土Ｗｅｂシステム」の背景地図等データを利用しています。
■参考■

総務省統計局が平成22年国勢調査の結果から算出した平成22年の日本全国の人口重心は、岐阜県関市にあります。詳細については、下記リンク先をご参照ください。
我が国の人口重心の推移（昭和40年～平成22年）


参照：統計トピックスNo.61　我が国の人口重心　－平成22年国勢調査結果から－
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/topics/topi61.htm
４．年齢別人口の増減
　0-14歳人口が減少、65歳以上人口が増加　


「0-14歳人口」は、大阪市の中心部で濃い赤色が目立ち、人口の増加が見られるものの、府のほぼ全域にわたって青い色が広がり、年少人口が減少しています。0-14歳人口の減少したメッシュの割合は、居住地域全体の約６割（57.5％）となっています。

「65歳以上人口」は、大阪市の中心部のところどころで青い色があり、やや人口の減少が見られるものの、府のほぼ全域で赤い色が広がっており、高齢者人口が増加しています。65歳以上人口の増加したメッシュ数は、居住地域全体の約８割（78.7％）を占めており、少子高齢化の傾向がはっきりと現れています。

人口総数の増減別　大阪府全域の地域メッシュ数の構成
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利用上の注意等は記事の最後に。
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